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お問い合わせ

特定非営利活動法人

埼玉フードパントリーネットワーク
理事長 草場澄江

当ネットワークは埼玉県並びに埼玉県社会福祉協議会とともに、
県内の貧困の連鎖解消に取り組んでいます。

埼玉フードパントリーネットワーク 検索

加盟団体数
県内��市町��ヵ所

（2021年1月現在）

saitama.pantry.network@gmail.com

ホームページとFacebookページを開設しております。

ゆうちょ銀行
店番：038　口座番号：普通 9585918
口座名義：埼玉フードパントリーネットワーク

埼玉りそな銀行　
支店:せんげん台支店　口座番号：普通 4578557
口座名義：特定非営利活動法人
　　　　 埼玉フードパントリーネットワーク

私たちは
「地産地消」の仕組づくりを

目指しています。

私たちは、フードパントリー活動を持続可能な取組として地域
に根付かせるため、地域の中で支え合い食品や物資を調達す
る「地産地消」の仕組づくりを目指しています。配付する食品な
どは、私たちの活動にご賛同頂ける地元企業や農家、一般家
庭からのご支援により支えられています。

ご寄付のお願い

当ネットワークの運営は、支援者の皆さまからのご寄付
で成り立っております。皆さまからのご寄付を心よりお願
い申し上げます。

フードパントリーの
活動をご存知ですか？
　フードパントリーとは、誰もが食に困ったときに
無償で食の支援が受けられる場所（活動）です。

フードパントリーで配付する食品は、
主にフードバンクに集まった「もったいない」食品や、
フードドライブで集まった家庭で余っている食品、
地元企業や農家等から提供を受けた食品などです。

食品ロス削減に寄与すると同時に、
地域で課題を抱えた家庭と

直接つながるきっかけとなる活動です。
対象世帯と顔の見える関係でつながることで

世帯の自立を支援し、地域で子どもを育てることを
目的としています。
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当ネットワーク加盟団体の
子育て応援フードパントリーがある市区町村

寄付受付金融機関

このパンフレットは埼玉県社会福祉協議会「令和２年度こども食堂応援基金助成金」
の交付を受けて作成しました （2021年3月Ver.）



フードパントリー

様々な方法で食品を集めます

食品を丁寧に扱っています
集めた食品を配付します

配付準備

受付

このお菓子もらっていいの?やったー!

利用者の声

食品支援が必要な
子育て家庭が存在

埼玉フードパントリー
ネットワークは…

　私たちは、ひとり親世帯など子育て中で食品支援が必要な家
庭を主な対象とする、子育て応援フードパントリーを運営してい
る団体のネットワークです。対象世帯と顔の見える関係でつな
がることを目的としています。

県内に中間拠点※を整備して
ネットワーク内で寄付食品を

分け合う仕組みを作っています。

家庭 企業 地域

家庭で
余っている食品 食品ロス

フード
  ドライブ※�

フード
   バンク※�

地元企業
・農家さん

●配付頻度：おおむね１～２ヵ月に１回
●配付食品 : 常温保存可能な食品、お米、調味料、
　　　　　　缶詰、レトルト食品、防災備蓄品、お菓子、
　　　　　　飲み物、冷蔵/冷凍食品※3、など

食品支援が必要な家庭

食品支援のながれ

●食品衛生管理につとめて配付しています。
●食品の移動歴を把握しています。
●冷蔵/冷凍食品は冷蔵/冷凍車等で配送、配付会場には
　冷蔵庫/冷凍庫を整備し温度管理につとめています。利用者
　には保冷バッグ・保冷剤持参を周知しています。
●定期的に食品提供してくださる企業と、「食品の提供・譲渡
　に関する合意書」をかわし、転売防止に努めています。

子育て応援フードパントリー
配付の様子

例

ご提供頂いた食品を並べて
準備します。

申込者の名簿をチェック
し、受付をします。「児童扶
養手当受給者証」などで対
象者の確認をします。

利用者は案内表示を見ながら食品を選んでいきます。一世帯が1回の
配付で受け取る食品は、買い物カゴ1杯分くらいになります。

食品を選ぶ

食品を持ち帰る
選んだ食品を自分のカバンなどに詰めて持ち帰ります。

食材は買っても買ってもすぐに無くなっちゃうんです。
本当に助かります。

食べ盛りの子が3人もいるので、とても助かります。※中間拠点：ネットワークで寄付を受けた品の一時保管場所。
冷蔵/冷凍食品は専用冷蔵庫/冷凍庫を設置団体のみ利用。

※１

※3

フードドライブ：家庭で余っている食品を集め、福祉施設やフードバンク等
に食品を提供。

※2 フードバンク：印字ミスやヘコミがあったり、余剰生産などのため、中身は十分
安全に食べられるのに販売予定がなくなった食品を企業から集め、福祉施設
等に無償で提供。

　日本の子どもの7人に一人が貧困状態であると言われており、
近年は増加傾向にあります。

　子どもの貧困は外見からは分かりにくく、子ども自身から「助
けて」と声を上げられず、子ども達が、苦しい生活の中で未来へ
の希望や夢、自己肯定感などを失っていくことが心配されます。

（2018年厚生労働省国民生活基礎調査の子どもの相対的貧困率より）




